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国府宮駅周辺のまちづくりコンセプト及び基本⽅針は国府宮駅周辺まちづくり基本計画を受けます
が、将来イメージ図及びエリア別⽅針（案）については国府宮駅周辺を考える会の意⾒を踏まえ作成し
ました。 
■コンセプト 

『⼤都市名古屋の近郊
すぐそば

で、緑と歴史を⾝近に感じられるまち・国府宮』 
■将来イメージ図 

凡  例 

車の動線（主動線） 

車の動線（まちなか居住エリア

内の主動線） 

歩行者動線（緑の小径・参道） 

歴史の道 

⻑期ビジョンについて 
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■将来イメージ図（名鉄国府宮駅周辺） 

凡  例 

車の動線（主動線） 

車の動線（まちなか居住エリア

内の主動線） 

歩行者動線（緑の小径・参道） 

歴史の道 
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■国府宮駅周辺再整備の基本⽅針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽣活サポート・質の向上を備えたまちづくり 
稲沢市が居住都市として選ばれる都市とするために、名古屋へのアクセス利便性に特に優れ、稲沢

市の⽞関⼝であり都市全体のイメージを象徴する国府宮駅前において、居住の場の確保とともに、居
住都市として魅⼒アップのために必要な要素（⽣活サポート・質の向上）を備えたまちづくりを展開
します。 
歩いて楽しめるふれあい・交流の場づくり 

にぎわいと活⼒に満ちた都市とするために、⽞関⼝として多くの⼈が集う国府宮駅前において、ふ
れあい・交流の場の確保を進めるとともに、駅東⻄の市街地が⼀体となり、歩いてまちの魅⼒を楽し
めるまちづくりを展開します。 
安全・安⼼に暮らせる居住の場づくり 

「国府宮駅周辺の課題」への対応として、本地区の最⼤の強みである「公共交通利便性」の活⽤・
充実、住む⼈が永く住み続けることができる・住み続けたくなるような「安⼼・安全」の確保を図り
ます。 
誇りや愛着⼼を育むまちの個性づくり 

稲沢市がいつまでも暮らし続けたくなる都市となるために、まちへの誇りや愛着⼼を育む「まちの
個性」づくり（地域固有の歴史や⽂化等を活かしたまちづくり）を展開します。 

国府宮駅東⻄の市街地が⼀体となり、 
歩いて暮らしやすい、にぎわいと活気が⽣まれる 

“まちなか⽣活中⼼地”づくり 

まちなか⽣活中⼼地 
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エリア別⽅針（案） 

エリアの考え⽅ 
国府宮駅周辺のまちづくりコンセプト及び基本⽅針に基づき、エリア別の⽅針（案）を⽰します。 

 
■エリア区分図 

住居系新市街地エリア 

住居系新市街地エリア 

ふれあい交流エリア 

歴史交流エリア 

将来市街地エリア 

まちなか居住エリア 

将来市街地エリア 
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■エリア別⽅針 

 

まちなか居住エリア 
●東⻄を⼀体化し、回遊性の⾼い市街地の形成 
・居⼼地がよく、歩きたくなるまちなかとするために、歴史や⽂化資源を結び、せせらぎの遊歩道や⽂化

の散歩道などと合わせて歩⾏者⾃転⾞ネットワークを構築する 
・東⻄の往来を円滑にするために、駅前のふれあい交流エリアと趣のある歴史交流エリアを歩⾏者動線で

結ぶ 
・市街地の分断を防ぐために、鉄道⽴体化を進め、⼀体性のある市街地形成を進める 
●まちなか居住の促進 
・まちなか居住の促進と利便性が⾼いエリアにするために、⺠間住宅や店舗、医療施設等を誘導する 
●安全性の向上 
・安全で安⼼して暮らせるようにするために、歩⾞分離や渋滞解消、駐輪場整備やフリンジパーキング等

の交通対策や、公共空間等を有効活⽤した防災設備等の充実、災害時の安全な避難経路を確保する 

住居系新市街地エリア 
●緑豊かな住居系市街地の形成 
・緑豊かな市街地を形成するため、地区内の公共施設や歩道等の緑化、⺠地の⽣け垣設置等を進める 
・稲沢らしさが感じられるようにするために、植⽊やガーデンニングが楽しめるまちづくりの促進、菜園

付き住宅など農との連携、農業⽤⽔路の修景や活⽤、緑豊かな公園整備などを進める 
●安⼼して歩いて暮らせるまちづくりの推進 
・歩いて暮らせるようにするため、歩⾏者への安全性に配慮した動線を計画し、災害時でも円滑な移動が

可能となるように、わかりやすい道路網の整備を図る 

将来市街地エリア 
●市街化の推進 
・国府宮駅から概ね半径 1ｋｍ圏域の市街化を推進する 
・将来市街地エリアと⽂化の丘の⼀体性を⾼めるために、鉄道⽴体化を進める 

ふれあい交流エリア 
●多様な⼈々の交流とにぎわいの場の創出 
・地域住⺠をはじめとして、多様な⼈々の交流が⽣まれるようにするために、魅⼒のある店舗等の誘導を

促進する 
・国府宮駅周辺に交流機能を持たせるために、駅周辺に稲沢の植⽊を配し、イベント活動等の場となるに

ぎわいの広場空間を整備する 
・東の歴史交流軸と⻄のシンボルロードの歩⾏者動線を結ぶために、鉄道⽴体化を進める 
●交通結節点機能の強化 
・市内外の⼈が集まる国府宮駅とするために、公共交通を主体とする交通結節点機能を強化し拡充する 
・通勤者の利便性向上のために、駅近に駐輪施設設置、駅周辺に⼦育て⽀援機能や⾏政サービス機能を導

⼊する 
歴史交流エリア 

●歴史的資源の魅⼒向上と展開 
・回遊性を⾼めるために、尾張⼤國霊神社や参道周辺の景観の維持、参道の活⽤により地域の誇りや愛着

⼼の醸成を図り、合わせて観光資源としての魅⼒向上を図る 
・歴史交流エリアから美濃路やその他の歴史的資源へ展開させるために、参道の南を歩⾏しやすいように

整備し、⽂化の丘や美濃路と接続する 
●歴史的資源の情報発信 
・歴史的資源の情報発信のために、資源の案内や市内の観光等の情報発信拠点を整備する 
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【参考】「居⼼地が良く歩きたくなるまちなか」の形成 
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【参考】駐⾞場集約化に向けた特例制度 
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【参考】⽴地誘導促進施設協定（通称︓コモンズ協定） 
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